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研究要旨 薬剤性過敏症症候群（DIHS/DRESS）は、時に重篤な副作用を残す。我々
は, drug-induced hypersensitivity syndrome (DIHS) / drug reaction with eosinophilia and 

systemic symptoms (DRESS) severity (DDS) scoreという DIHS/DRESS 関連副作用発
生を予期するシステムを構築し、今回その validation を行った。 

 

A. 研究目的 

DIHS/DRESS は時に心筋炎, 消化管出血, 

自己免疫疾患発症などを引き起こし致死的
となり得る。今回、我々の作成した DDS ス
コアが DIHS/DRESS関連副作用発生を予期
し、重篤となりうる患者を認識しうるかを
後ろ向きに検討した。 

 

B. 研究方法 

 日本国内 5大学からの 48名の発症から 1

年以内の DIHS/DRESS 患者情報を用いた。
患者を DDS スコアによって軽症群・中等度
群・重症群の 3群に分類し、DIHS/DRESS

関連副作用の発症率、転帰を検討した。 

 

（倫理面への配慮） 

 当研究は山梨大学付属病院倫理委員会に
て承認されている。また、情報を用いた患
者には文書にて説明、書面にて同意を得て
いる。 

 

C. 研究結果 

 17人の重症群の 8例にDIHS/DRESS関連
副作用の発症が認められたが、軽症群では
認められなかった。興味深いことに重症群
で DIHS/DRESS関連副作用の発症を認めた
群では、全例ステロイドの投与が行われて

いた。また、ステロイド投与群においては
自己免疫性疾患の発症が認められ、4例の
死亡例でもステロイド投与が行われていた。 

 

D．考察 

 DIHS/DRESS の治療ガイドラインは現在
作成中であり、施設によって治療方針が異

なるのが現状である。治療中、サイトメガ
ロウイルス再活性化による消化管出血など

が致死的になり得るが、個々の患者の
DIHS/DRESS 関連副作用の発症を予期する
ことはこれまで困難であった。我々の開発
した DDS スコアにおける重症群において
DIHS/DRESS 関連副作用が確認され、死亡
例も全例重症群であったことは、DDS スコ
アの臨床における有用性が示唆された。ま
た、ステロイド使用例に DIHS/DRESS 関連
副作用が確認されたことは、DIHS/DRESS

における高用量ステロイド投与の妥当性を
検討する必要があることを示唆する。 

 

E． 結論 

 DDSスコアはDIHS/DRESS関連副作用発
生を予期しうるツールになり得ること、ま
た DIHS/DRESS関連副作用を誘導するリス
ク因子としてステロイド投与が挙げられた。 
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